
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 桜木 小学校 ）     学校番号 ０４７                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 「笑顔と希望にあふれ、みんなに愛される学校」 ～「認めて育てる」教育の推進～        

          

重 点 目 標 

１ 学ぶ楽しさ、喜びが味わえる授業（学習指導）の実践 
２ 安心・安全で心豊かな学びを保障する教育環境の充実 
３ 家庭・地域・関係諸機関との連携による教育の推進（コミュニティ・スクール） 
４ 一人ひとりが力を発揮し、誰もが居心地のよい（Well-Being）学校をつくる教職員研修の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月２０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査では、国語、算数とも

に全国、全市平均と比べ良好な結果である。 

○市の学習状況調査において、「学習に対する関

心・意欲・態度」に関する質問に肯定的な回答

をした児童の割合は、市平均と比べ理科、算

数、社会でやや高く、国語、G・S でやや低い。 

○児童のＩＣＴ能力が高く、日頃の学習では意見

交換や調べ学習等でタブレット型コンピュータ

を積極的に活用して学びに向かう児童が多い。 

〈課題〉 

○全国学力・学習状況調査の結果分析から、習熟

の二極化と、根拠や理由など自分の考えを表現

することに苦手意識をもっている児童が多い。 

○学習内容の理解度に比べると学習への興味・関

心が十分に高まっておらず、児童が学習の意義

を実感できるようにすること、達成感や充実感

を味わえるようにすることが課題である。 

・基礎基本の定

着と学びの自

律化に向けた

Ｉ Ｃ Ｔ の 活

用、授業改善 

①「学びの指標」を生かした授業の達成

状況について各教員が客観的に振り

返り、授業力向上を図る。特に、授

業ではＩＣＴを活用した自己の学び

を振り返る時間を設定し、児童が自

己の課題を把握できるようにする。 

②教科担任制を充実させ、かつＩＣＴを

効果的に活用し、自分の思いや考え

を表現する力を高めたり、児童同士

で意見等を共有して表現したりする

授業を進める。 

①各種学習状況調査の学習に関する質問

項目において、８０％以上の肯定的な

回答が得られたか。全国学力・学習状

況調査における質問項目「課題解決に

向けた取組」において、９０％以上の

肯定的な回答が得られたか。 

②学校評価項目「授業内容・発表・質

問」の児童の達成率や市学習状況調査

の学習に関する肯定的な回答率の割合

が共に８５％以上となったか。 

①市学習状況調査の「教科の内容がよく分かる」や

「学習したことは将来役に立つ」では８割以上の

肯定的回答が得られたが、「勉強が好き」では６

～７割台にとどまる教科もあった。全国学力・学

習状況調査における質問項目「課題の解決に向

け、自分で考え、自分から取り組む」で９５％、

「友達や周りの考えを大切にして、お互いに協力

しながら課題の解決に取り組む」で９９％の肯定

的回答が得られた。 

②学校評価項目「授業内容・発表・質問」における

児童の肯定的回答率の平均は８６％であった。一

方で、「わからないことは、先生に質問している

か」は７８％にとどまった。 

A 

・課題の解決に向けて、自分で取り組

んだり、友達と取り組んだりするこ

とを肯定的に捉えている児童に育っ

ている。今後も個別最適な学びと協

働的な学びの一体的充実を授業の中

で追求していきたい。そのために

も、どの児童も安心して学べ、力い

っぱい成果が発揮できるような学級

づくりが大切だと考える。それを基

盤とした授業を進める中で「質問で

きる」児童の割合を増やしたい。 
 

・全国学力・学習状況調査にお

いてどの教科でも全国・本市

の平均を上回っているのは、

取組の成果が表れている。 

・各種調査より基礎基本の定着

が図られている。一方、獲得

した知識を活用する力を育む

ことが課題になっている。他

教科や日常生活との関連を意

識した授業に向けた授業改善

に努めてほしい。 

・「授業の内容はよくわかる

か」の肯定的評価が９４％で

よかった。一方で「授業でわ

からないことは、先生に質問

しているか」の肯定的評価が

７８％にとどまっているの

で、児童との関係づくりを大

切にしてほしい。 

・一人ひとりの

Well-Being を

大 切 に す る

「 未 来 の 教

育 」 づ く り

（学び方・教

え方・働き方

の向上） 

①児童が主体的に考える力を育むため

に、STEAMS 教育や SDGs 教育の見直し

と金融経済教育の充実を図り、教育活

動全体を通した指導計画を作成する。 

②全国学力・学習状況調査や市学習状況

調査等の結果分析、学校課題研修、学

校カウンセリング研修等を通して、教

員の授業改善を進める。 

①学校評価の児童アンケート「授業では

書いたり発言したりして自分の考えを

伝えていますか」において８５％以上

の肯定的な回答が得られたか。 

②学校評価の児童アンケート「授業の内

容は、よくわかりますか」において、

肯定的回答が９５％以上になったか。 

①児童の学校評価項目「授業では書いたり発言した

りして自分の考えを伝えている」において８８％

以上の肯定的な回答が得られた。６学年中４学年

では９割以上の児童から肯定的な回答を得られ

た。 

②児童の学校評価項目「授業の内容は、よくわかり

ますか」において、肯定的回答が９４％得られ

た。また、市教委「学びの指標」調査では、指導

の基礎的スキルの数値が一番高かった。 

A 

・児童の実態に即した授業が各学年で

行われ、学んだことを生かす授業で

は児童の創意工夫が見られた。次年

度は、教科横断的なカリキュラムマ

ネジメントを推し進め、獲得した知

識を活用する授業を増やし、主体

的・探究的な学びが行われるよう授

業改善を行っていく。 
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〈現状〉 

〇市学習状況調査で、設問「学校に行くのが楽し

い」に肯定的な回答をした児童の割合は高く、

設問「自分にはよいところがある」では低い。 

〇４月現在の保健室の利用状況は１３７人となっ

ていて決して低い値とは言えない現状である。

けがと病気の割合は約半数である。 

〈課題〉 

○昨年度、教職員間で「認めて育てる」という方

針を具体化・共通理解できたことで、自尊感情

の高い児童が増加したが、学年・学級で指導や

声かけ等にバラツキがあることも事実である。 

○児童は事故やケガ防止の当事者意識が低く、

「健康について関心はあるが、ケガや病気を未

然に防ぐ」という点について児童の自覚や、教

職員の指導の在り方等に課題がある。 

・自己肯定感を

育む、児童一

人ひとりへの

細やかな教育

支援・相談に

向けた校内体

制の充実 

①年度当初に「元気アッププロジェク

ト」について全教職員で共通理解を

図り、教職員の個性や持ち味を生か

した活気ある教育活動を推進する。 

②スクールダッシュボードや定期的なア

ンケート・面談の実施、Sola るーむ

の効果的運営により児童の状況を細

やかに把握・分析し、適切なタイミ

ングで組織的に支援・相談を行う。 

①各種児童アンケート「自尊意識」や市

学習状況調査「学校は楽しい」におい

て、関連する項目の肯定的な回答の割

合が８５％以上となったか。 

②学校評価の教職員アンケートの項目

「教育支援・相談」において平均９

５％以上、保護者アンケートの項目

「家庭への連絡」において８５％以上

の肯定的な回答が得られたか。 

①児童の学校評価項目「ほめてくれる」にお

いて、９６％の肯定的な回答が得られた。

市学習状況調査「学校に行くのは楽しい」

の肯定的回答が全学年で 85％以上だった。 

②学校評価の教職員アンケートにおける「教

育支援・相談」（８項目）においては平均

９９％、保護者アンケートにおける設問

「家庭への連絡」においては９３％以上の

肯定的な回答が得られた。 

A   

・「元気アッププロジェクト」など教

員からの児童への関わりの中で児童

の自己肯定感を育む実践が行われ

た。教育相談週間や定期的アンケー

トによる児童との面談の実施、おは

ようメーターや Sola ルームの効果的

な活用により、児童の状況を細やか

に把握・分析し、適切なタイミング

で組織的に支援・相談を行いたい。 
 

・「認めて育てる」教育の推進

が結果に表れている。「元気

アッププロジェクト」は、勉

強から入らない視点で児童と

のかかわりをもつ取組でよ

い。次年度も教職員の個性や

持ち味を生かした特色ある教

育活動を進めてほしい。 

・各種アンケートの実施やおは

ようメーターなど多角的に情

報を活用してほしい。「悩み

や困ったことがあったとき

は、先生に相談できる」が前

年比９％減だったので、気軽

に相談できる関係を構築して

ほしい。 

・清潔、安心安

全な居場所づ

くりと児童の

自己管理能力

を育む各種取

組の充実 

①安全できれいな環境づくりに向けて児

童・教職員共に整理整頓の意識を高

め、校内けがマップの活用やけがの

発生場所や原因の分析共有を行う。 

②生徒指導部や児童会（高学年）を中心

に廊下歩行・右側通行や、清掃活動

の徹底を図る。 

①学校評価の保護者アンケートで、「安

全できれいな環境づくりに取り組んで

いる」の「十分満足できる」回答が４

０％以上になったか。 

②学校評価の保護者アンケートの設問

「健康安全の指導」の「十分満足でき

る」回答が３５％以上になったか。 

①学校評価の保護者アンケートにおける設問

「安全できれいな環境づくりに取り組んで

いる」の「十分満足できる」と回答した割

合が５８％であった。 

②学校評価の保護者アンケートにおける設問

「健康安全の指導」の「十分満足できる」

と回答した割合が６１％であった。 

A 

・児童の生命に関わる大きなケガや事

故がなく、安全に教育活動を行うこ

とができた。校内けがマップの活用

等を進め、今後も事故やけが防止の

当事者意識を育んでいく。また、児

童・教職員共に力を合わせ、敷地内

の整美や緑化に努めていく。 
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〈現状〉 

○昨年度コミュニティ・スクールに関する情報を

ＨＰで発信し、学校行事や親子夕涼み会、３世

代ふれあいフェスタ等を通して学校・家庭・地

域全体との結びつきを強めることができた。 

○児童・保護者の悩みやトラブル、いじめや問題

行動等に対して家庭や SC、SSW と連携しなが

ら、迅速かつ丁寧に対応することができた。 

〈課題〉 

○児童と地域が繋がる場を広げ、学校と地域が協

働して地域総がかりの教育を実践していく。 

○挨拶等を通して顔の見える関係づくりを進め、

学校と地域、関係する諸団体との結びつきを確

かなものにしていく。また、地域全体の望まし

い人間関係づくりや地域教育力の向上を目指

し、児童を守る防犯・防災体制も整えていく。 

・目指す児童像

を地域全体で

共有するため

の Ｉ Ｃ Ｔ 活

用、教育活動

公開 

①各種ボランティアや地域諸団体による

協力や、本校ＨＰを通して学校運営協

議会及びＳＳＮの情報を発信して学校

の様子等を家庭、地域と共有する。 

②運動会の充実や、地域懇談・育成会等

への参加、地域の方を招いた給食試食

会の実施等を通して、学校の情報提供

と共に、要望等にも耳を傾ける。 

①学校評価の保護者アンケートで、「学

校や地域の特色を生かした教育活動に

取り組んでいる」と回答する割合が８

５％以上となったか。 

②学校評価の保護者アンケートで、「保

護者や地域の方々に学校を知ってもら

う努力をしている」と回答する割合が

９０％以上となったか。 

①学校評価の保護者アンケートにおける設問

「学校や地域の特色を生かした教育活動に

取り組んでいる」と回答した割合が９６％

であった。 

②学校評価の保護者アンケートにおける設問

「保護者や地域の方々に学校を知ってもら

う努力をしている」と回答した割合が９

５％であった。 

A 

・運動会を含む各学校行事や地域団体

が主催する親子夕涼み会、３世代ふ

れあいフェスタ等を通して児童と地

域が繋がる場を広げることができ

た。クリーン活動にはたくさんの保

護者の協力も得られた。今後も各種

お便りを通し、児童や学校の様子等

を家庭・地域と共有していく。 
 

・学校を真ん中に、地域と協働

する取組が行われた。今後も

コミュニティスクールの取組

を知らせ、地域に関心をもつ

人が増える事を期待したい。 

・いじめや不登校への対応につ

いては、家庭や関係機関と連

携し、児童に寄り添った対応

を継続してほしい。 

・「進んであいさつができる」

と回答した児童が２％増え

た。地域でのあいさつが課題

であることをふまえ、他機関

と連携した「あいさつ運動」

の機会などに重点的に呼びか

けてほしい。 

・トラブル等に

おける適切な

対応と地域総

がかりによる

挨拶を通した

地域教育力の

向上 

①教育相談日等の活用、児童と向き合う

時間の確保、報・連・相を徹底し、い

じめや問題行動に対して迅速かつ丁寧

にチーム桜木の組織対応を図る。 

②学校運営協議会で「挨拶を交わし、活

気ある地域づくり」の熟議を行う。全

教職員の「模範となる挨拶」を進め、

日々の学校生活で呼びかける。 

①学校評価の保護者アンケートで、「子

どもや保護者の悩み、トラブルについ

て、適切に対応している」と回答する

割合が８０％以上となったか。 

②学校評価の保護者アンケートで、「あ

いさつが進んでできる児童の育成に努

めている」と肯定的に回答する割合が

８５％以上となったか。 

①学校評価の保護者アンケートにおける設問

「子どもや保護者の悩み、トラブルについ

て、適切に対応している」と回答した割合

が９３％であった。 

②学校評価の保護者アンケートにおける設問

「あいさつが進んでできる児童の育成に努

めている」と肯定的に回答した割合が９

４％であった。 

A 

・子ども・保護者の悩みやトラブル、

いじめや問題行動等に対して家庭や

SC、SSW と連携しながら、丁寧に対

応することができた。次年度も教育

相談日・週間の効果的活用、働き方

改革を通した児童と向き合う時間の

確保、全教職員の「模範となる挨拶

と呼びかけ」を進めていきたい。 
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〈現状〉 

○日常的にＩＣＴを活用する姿がみられるようになり、

昨年度には「個別最適な学び」研究指定校として、研

究発表会を開催した。 

○高学年教科担任制により、担当教科における深い教材

研究を行うことができている。 

〈課題〉 

○ＩＣＴの効果的な活用方法については、エバンジェリ

ストが中心となり検討・周知する。 

○校内研修や学年会で、個々の悩みや課題等を適時共有

し、主体的な研修の充実を図りたい。 

・一人ひとりが

力を発揮し、

学校に集う誰

もが居心地の

よ い （ Well-

Being）学校を

つくる研修の

充実 

①学期に１回以上、スクールダッシュボード

を含めＩＣＴの効果的な活用方法について

学ぶ研修を実施する。 

②高学年教科担任制により複数教員で学年児

童の様子を多面的にとらえるとともに、各

教科の専門性を高めることで児童理解と授

業改善を行う。 

③個別最適な学びと協働的な学びの一体的充

実を目指し、教員が個人課題を設定し、実

践に取り組み、学校全体の授業力を高め

る。 

①学校評価の教職員アンケート「視聴覚教材

の活用」において９０％以上の肯定的な回

答が得られたか。 

②学校評価の児童アンケート（高学年）で、

「授業の内容が、よくわかる」と肯定的に

回答する割合が９０％以上となったか。 

③全ての教員が授業改善を行い、学校評価の

教職員アンケート「研修」項目で、「強く

そう思う」回答の割合が２２％以上となっ

たか。 

①学校評価の教職員アンケートの項目「視聴覚教材

の活用」において肯定的な回答が１００％であっ

た。 

②学校評価の児童アンケートの「授業の内容が、よ

くわかる」で高学年児童が肯定的に回答した割合

が９９％であった。 

③全ての教員が研修グループ内で授業公開と授業の

振り返りを行った。学校評価の教職員アンケート

「研修」項目で、「強くそう思う」と回答した割

合が２２％となった。 

A 

・各学年の実態に合った IＣＴ機器の活用が

当たり前になった。今後は効果的な IＣＴ

活用を含めた授業改善を含めた研修を行っ

ていきたい。 

・高学年を中心とした教科担任制は担任との

関りが減ることの児童への影響が心配であ

ったが、「よくわかる」と捉えてる児童の

割合が高いので、継続して行う。そのうえ

で教科の枠を超えた学びの連携を教員間で

行える時間を確保する。 

 

・教員１人１授業公開の実践は授業

力向上の面からもよい。「できる

喜び・学ぶ楽しさを味わい、自ら

学びに向かう児童の育成」を目指

し取組んでほしい。 

・ＩＣＴ活用の充実とともに、選択

できる機会をつくり、学び方も自

分で決める自律的な学習の定着に

向け、さらに研修を深めてほし

い。 

 


